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学校法人KTC学園　屋久島おおぞら高等学校　　学校評価

教育目標

・センバス教育を通じ、スクーリングの中で、直観力と共感力を磨き、養うプログラムを

実施する。

※センバスとは、ラテン語のSENSUS（感覚）VIVUS（生活）からとった造語で「生きる実感」を意味する

重点目標

・安全に留意し、生命を大切に感じられる環境をつくる

・関わる全ての生徒が成長実感を得られるよう、創意工夫し続ける

・ホリスティック、グローバルな視点から「つながる、ひろがる」を体現する

分野領域

目標 方策 自己点検評価 評価

学務部 ・業務改善から業

務の円滑化を図る

・業務の質向上

・システムを利用し、業

務進行の円滑化を図り、

業務の標準化を進める

・内部研修、マニュアル

改善、管理マニュアルの

改善と修正により、部署

内の業務レベルの均一化

を図る

・システムを利

用した業務の標

準化は進めるこ

とができた。今

後も更にシステ

ム化を図り、業

務の標準化を進

める

・定期研修の実

施、マニュアル

修正は行った。

業務レベルの均

一化の完成には

至っていないた

め、次年度の課

B



題として取組ん

でいく

教務部 健全なスクーリン

グ運営

おおぞら高校らし

い授業内容や観点

評価の在り方

・コロナ渦でのイレギュ

ラーな対応を、本来ある

べき姿に戻すと同時に、

イレギュラーな対応の中

で良かったものは継続し

てできるように内容を見

直す。

・スクーリングにおける

参加人数が増加してもお

おぞら高校らしい授業が

できるように授業内容の

精査、観点評価基準の見

直しを図る。

スクーリングに

参加するという

本来のあるべき

姿へ意識づける

ことができた。

スクーリング開

催についてもコ

ロナ前の水準に

戻すことができ

たことにより、1

年生の単位修得

率を前年度より

あげることがで

きた。

新2年生科目に力

点を置き、面接

指導内容につい

て、全学年見直

しを図った。

B

進路指導

部

自身の将来につい

て、主体的に考

え、選択すること

が出来る能力を育

成する

・様々なツールを利用し

た将来について考える

キッカケとなる教育活動

の充実を目指す

・具体的な進路選択に必

要な情報発信の充実を目

指す

みらいノート・

特別授業・オン

ライン授業など

様々なツールや

機会を通して将

来を意識し、考

えさせることが

できた。

・個別の状況に

合わせた情報の

発信を中心に行

うことができ

た。

B



生徒指導

部

生徒対応力の向上 ・疾病、疾患に関わる研

修を行い、生徒を理解す

る力の向上を目指す

・問題行動対応に関わる

研修を行い、生徒指導力

の向上を目指す

定期研修で疾

病、疾患に関わ

る研修を年間通

して実施が出来

た。

問題行動につい

ては都度生徒と

向き合ってきた

が反省への促し

には課題が残

る。

B

保健部 衛生・安全管理の

充実

・定期的な校内巡視の実

施に努める。

・応急処置や健康管理に

ついて教員研修を 実施す

る。

校内巡視は実施

出来ていたが、

実施の頻度には

課題が残る。

実際に起きた事

例を用いた研修

の実施ができ

た。

B

学寮部 安全な生活の確

保

安心、安全なスクーリ ン

グを運営するための 施設

管理及び危機管理 に関す

る研修を行う

避難訓練等を年

間通して実施

し、安全管理体

制を意識づける

ことができた。

B

事務部 各校務との連携強

化、支援体制の確

立

・おおぞら高校らしいス

クーリング運営を行うた

め、業務の支援体制の確

立をめざす。

・事務職員の当事者意識

の確立と、校務業務の理

解を深める。

生徒に向き合う

スタッフの後方

支援を行うため

状況に応じて動

くことができた

校務業務理解の

ため担当者との

B



連携を図ること

が出来た

学校関係者評価
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